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法
律
・
労
務

相
談
所

初

め

て

加

入

す

る

方

に

は

、
「

基

礎

年

金

番

号

通

知

書

」
が

発

行

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。
既

に

年

金

手

帳

を

所

持

し

て

い

る

方

に

は

「

基

礎

年

金

番

号

通

知

書

」
は

発

行

さ

れ

ま

せ

ん

。

【
日

本

年

金

機

構

「
令

和

４

年

４

月

か

ら

年

金

制

度

が

改

正

さ

れ

ま

す

」
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関
西
労
務
管
理
研
究
所

第
５
２
４

回
　

俳

句
会

地
球
の
裏
側
の
き
な
臭
い
情
報

に
一
喜
一
憂
の
こ
の
頃
で
あ
る
。

三
月
に
入
り
や
っ
と
春
め
く
日
も

あ
り
、
木
々
の
芽
吹
き
に
身
も
心

も
和
め
る
時
は
、
う
ん
と
背
筋
を

仲
ば
し
て
一
日
一
日
を
歩
ん
で
行

き
た
い
と
思
う
。

鷺
（
さ
ぎ
）の
巣
に
登
れ
ば
卵
二
ヶ

三
ヶ

巣
燕
の
嘴（
く
ち
ば
し
）と
声
黄
に

染
ま
り

小
杉
一
夫

地
の
涯
（
は
て
）は
海
の
始
ま
り
鳥

帰
る

お
だ
て
れ
ば
あ
ち
こ
ち
土
筆
顔
を

出
す

窓
開
く
る
部
屋
の
正

。

ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
足
跡
。残面

中る燕林
野猫の
啓の巣春
子恋　 泉

軒
下
に
古
巣
の
跡
や
美
容
院

蔡
（
ひ
こ
ば
え
）の
や
は
ら
か
き
色

午
後
の
お
茶

木
村
美
恵
子

新
婚
の
古
き
社
宅
や
栄
巣
期

雨
樋
に
巣
作
り
せ
は
し
雀
ど
ち

鈴
木
勘
資

梅
東
風

や
前
行
く
影
の
十
頭
身

空
っ

ぽ
の
木
箱
か
か
り
て
桜
咲
く

森
本
礼
子

雲
雀
の
巣
た
だ
一
筋
に
舞
ひ
上
り

屋
根
裏

の
雀
の
巣
収

る
い
た
づ
ら

っ
子

田
辺
督
旺

頭
（
つ
む
り
）
一
つ
二

つ
一
こ
っ
四

つ

栄
巣
期

春
北
風
（
き
た
）や
裏
山
隔
っ
古
障
子

浜
口
高
子

以
上
　

浜
口
高
子
記

四
月
の
兼
題
は
「
四
月
の
花
一
切
」

第

５

２

５

回
　

俳

句

会

ほ

の
中

が
ど
の
様
に
変
ろ
う
と

も
自
然
は
確
か
な
時
を
刻
み

、
歳

時
記
の
自
然
の
景

が
訪
れ
て
来
る
。

美
し

い
桜
も
ぼ
つ
ぼ
つ
盛
り
を

過
ぎ
鳥
も
引

き
始
め
夏

の
気
配
と

な
っ
て
来

る
。
四
月
は
一
年
中
で

最
も
美
し
く
花
々
の
盛
り
で
あ
る
。

四
月
は
春
の
花
一
切
を
兼
題
と
し
た
。

吾
に
あ
る
不
易
流
行
花
の
道

シ
ク
ラ

メ
ン
を
窓
辺

に
置
き
し
妻

の
色

小
杉
一
夫

太
陽
の
光
を
乗
せ
て
石
鹸
玉

林
　

春
泉

夕
風
に
も
つ
れ
て
ゐ
た
り
柳

の
芽

菜
の
花
や
酒
蔵
並
ぶ
旧
街
道

中
野
啓
子

寡
黙

な
る
父

の
遺
せ
し
林
檎
咲
く

一
望
の
大
阪
平
野
木
の
芽
雨

木
村
美
恵
子

ラ
ン
ド
セ
ル
や
っ
と
背
負
ひ
し
一

年
生

第
１
号
議
案
　
令
和
３
年
６
月
１

日
～
令
和
４
年
２
月
2
8日
ま
で
の

事
業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
の
件

第
２
号
議
案
　
株
主
名
義
変
更
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館

南
面
外
壁
塗
装
改
修

Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
は
昭
和
5
1年
1
2

月
竣
工
の
建
物
で
、
向
か
い
に
大

阪
大
学
、
学
寮
が
新
築
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
壁
面
外
観
に
古
さ
、

汚
れ
が
目
立
つ
状
態
で
し
た
。。

大
阪
大
学
と
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館
の

間
の
道
路
は
団
地
内
の
メ
イ
ン
通

り
で
あ
り
、
団
地
組
合
で
は
令
和

４
年
１
月
～
３
月
に
南
面
外
壁
の

塗
装
改
修
工
事
を
実
施
し
、
窓
枠

の
赤
色
が
鮮
や
か
に
、
南
壁
面
が

奇
麗
に
な
り
ま
し
た
。

山
桜
逆
さ
に
映
ゆ
る
琵
琶
湖
の
面

鈴
木
勘
資

変
ら
ざ
る
今
年
の
桜
子
は
育
つ

桜
咲
き
翁
の
歩
み
遅
遅
と
し
て

森
本
礼
子

万
博
の
人
人
人
や
日
本
た
ん
ぽ
ぽ

太
陽
の
塔
を
見
上
げ
て
早
春
賦

田
辺
督
旺

蔦
芽
吹
く
し
か
と
捕
へ
し
破
塀
に

か
た
く
り
の
花
の
雨
粒
日
を
集
め

浜
口
高
子

以
上
、
浜
口
高
子
記

五
月
の
兼
題
は
「
夏
一
切
」
で
す
。

大

阪

大

学
外

国
語

学
部

『
夏
ま
つ
り
』
開
催
の
お
知
ら
せ

来
る
７
月
９

時
大
阪
大
学
箕

に
て

『
夏
ま
つ

ま
す
。

り面 日
計｢｣ 二)

］Ｈ
時

～

ヤ

ン

パ

開

催

さ
・
れ ス19

こ
れ
は
大
阪
外
国
語
大
学
時
代

か
ら
続
い
て
い
る
学
生
主
体
で
行

わ
れ
る
恒
例
行
事
。
一
昨
年
は
コ

ロ
ナ

の
影
響
で
中
止
。
昨
年
は

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
記
念
し
て

「
箕
面
国

際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
形
を
変
え
1
0月
に
開
催
。
故
に

「
夏
ま
つ
り
」
と
し
て
は
２
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

団
地
組
合
と
し
て
は
大
学
・
学

生
か
ら
の
要
請
を
受
け
可
能
な
限

り
協
力
・
支
援
を
検
討
中
で
、
組

合
員
の
皆
様
に
も
随
時
詳
細
を
ご

案
内
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

１

１‐
７

回
　

Ｃ
Ｏ
Ｍ

倶

楽

部

ゴ

ル

フ

大

会

足

立
　

猛

広
氏

が

優

勝

４
月
８
日
割
、「
ア
ー
ト
レ
イ
ク

ぐ

俣

野

理

事

長

、

「
商
エ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
取

材

を
受

け

る

４
月
６
日
南
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館

に
て
俣
野
理
事
長
が
、
商
工
中
金

の
連
結
子
会
社
で
あ
る
「
㈱
商
工

中
金
経
済
研
究
所
」
の
取
材
を
受

け
ま
し
た
。

令
和
４
年
７
月
に
発
行
の
「
商

エ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
７
月
号
」
の
【
中

小
企
業
組
合
の
チ
カ
ラ
】
と
い
う

連
載
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

団
地
組
合
が
箕
面
船
場
に
進
出

し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
こ
と
、
そ

し
て
今
こ
の
エ
リ
ア
で
進
ん
で
い

る
開
発
の
こ
と
、
今
後
の
取
組
な

ど
を
、
１
時
間
余
り
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

記
事
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

χ
４

０

？
Ｖ

ゴ

ル
フ
倶
楽

部
」
で

開
催

し

ま
し
た
。

1
5名

が
熱

戦
を
展

開
し
た

結

果
、
足

立
猛

広
氏

が
優
勝

さ

れ

ま

し

た
。
主

な
成
績
は

左
記
の
通
り
（
敬
称
略
）

優
　

勝
　

足
立
猛
広

準
優
勝
　

竹
内
陽
治

（
白

鷹
メ
リ
ヤ
ス
㈱
）

第

３
位
　

俣
野
富
美
雄

（
日

繊
商
工

㈱
）

兼
行

事
予
定
（
令

和
四
年

）

５
月

27 25 17 16 10 日

||
吏Ｃ

Ｏ
Ｍ
ゴ
ル
フ

｜

｜ 予

定

６
月

21 フ 日

｜

？

総 Ｃ 連 正会 ｏ 貪 副

・ Ｍ フ 理
茶 倶 口 事
話 楽 ツ 長
会 部 ク 会

理 役
事 貝
会 会

予

定

※
尚

、

新
型

コ

ロ

ナ

ウ

イ
ル

ス

の

影

響
に

よ
り
行

事
予
定
か

中
止
・
延
期
・
変
更
に

な

る
場

合

が
あ
り
ま
す
の
で

、
ご
了

承
下

さ
い

。

旧
「
新

船

場

東

公

園

跡

」
の

マ
ン

シ
ョ
ン

建

設

工

事

に

つ

い

て

の

お

知

ら

せ

旧
「
新
船
場
束
公
園
」
跡
地
に

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ

ま
す
が
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

施
工
「
株
式
会
社
竹
中
工

務
店
」

よ
り
『
工
事
の
ご
案
内
』
が
あ
り
ま

し
た
の
で
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
。

工
事
期
間
：
令
和
４
年
４
月
～

令
和
７
年
３
月
末

原
則
、
日
曜
日
は
作
業
休
止
日

作
業
時
間
：
８
時
～
1
8時

（
右
記
時
間
外
に
作
業
を
行
う
場

合
も
あ
り
）

工
事
車
両
運
行
計
画
図
は
左
記
の

通
り
。/

,.ﾉlt画地

:

=

V

･l･, ●|?･ ●.

メイン車 両勣線

サブ 車両勣紬

←

←

組
合
通
常
総
会
、
荷
主
会

定
時
総
会
の
開
催
案
内
で
す

５
月
2
8日
向
午
後
３
時
3
0分
か

ら
第
4
4回
船
場
繊
維
団
地
荷
主
会

定
時
総
会
、
午
後
４
時
か
ら
第
5
7

回
大
阪
船
場
繊
維
卸
商
団
地
協
同

組
合
通
常
総
会
を
、Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号
館

５
階
会
議
室
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
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発行所

大阪船場繊維卸商団地協同組合

令

和

４

年

４

月

か

ら

改

正

さ

れ

る

年

金

制

度

◆
繰
下
げ
受
給
の
上
限
年
齢
引
上
げ

6
6歳
か
ら
7
0歳

ま
で

と
な
っ
て
い
る
老
齢
年

金
の
繰
下

げ
年
齢
に
つ
い
て
、
上
限
か
7
5歳
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
6
5歳
に
達
し
た
日
後

に
受
給
権
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
繰
下

げ
の
上
限
が
５
年
か
ら
1
0年
に
引
き
上
げ
ら
れ

6
0歳
か
ら
6
4歳
に
支
給
さ
れ
る
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
を
対
象
と
し
た
在
職
老
齢
年
金

制
度
に
つ
い
て
、
支
給
停
止
と
な
ら
な
い
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
（
支
給

停
止

が
開
始
さ
れ
る
賃

金
と
年
金
の
合
計
額
の
基
準
が
2
8万
円
か
ら
4
7

万

円
に
緩

和

。
6
5歳
以

上
の
在
職
老
齢
年
金
と

同
じ
基
準
に
）
。

◆
加
給
年
金
の
支
給
停
止
規
定
の
見
直
し

加
給
年
金
の
加

算
対

象
と
な
る
配
偶
者

が
、

被
保
険
者
期
間
が
2
0年
（
中

高
齢
者
等
の
特
例

に
該
当
す
る
方
を
含
む
）
以
上
あ
る
老
齢
、
退
職

を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る

場
合
、
そ
の
支
給
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
加
給

年
金
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
（
経
過
措
置
あ

り
）
。

◆
在
職
定
時
改
定
の
導
入

現
在
は
、
老
齢

厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
厚

生
年
金
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、
6
5歳
以
降

の
被
保
険
者
期
間
は
資
格
喪
失
時
（
退
職
時
・
7
0

歳
到
達
時

）
に
の
み
年
金

額
か
改
定

さ
れ
ま
す

が

。
在
職
中
の
6
5歳
以

上
7
0歳
未
満
の
老
齢
厚

生
年
金
受
給

者
に
つ
い
て
、
年
金
額
か
毎

年
１

回
定
時
に
改
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
手
帳
か
ら
Ｉ

ヘ
の
切
替
え

国
民
年
金
制
度
ま
た
は
被
用
者
年
金
制
度
に

大

阪

船

場

繊

維

卸

商
団

地

協

同

組

合
理

事

会

を

開

催

第
４
０
４
回
理
事
会
を
３
月
８

日
内
午
後
Ｏ
時
4
0分
か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ

３
号
館
５
階
会
議
室
で
開
催
、
次

の
３
議
案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ｊ

第
１
号
議
案
　
第
5
8回
通
常
総
会

開
催
日
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案
　
コ
ム
ア
ー
ト
交
通

㈱
よ
り
の
借
入
金
再
借
入
れ
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案
　
組
合
員
の
異
動
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

船
場

繊

維
団

地

振
興

掬

－

’－－

！
”
　
　
　

”

Ｃ

取
締
役
会
を
開
催

第
２
２
０
回
取
締
役
会
を
３
月

８
日

向
正

午

か
ら
Ｃ
Ｏ
Ｍ
３
号

館

く

５
階

会
議
室

で
開
催
、
次

の
２
議

案
を
審
議
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
Λ

―



ｺ ムアートニユース預り先 募 集中

組合員の会社訪問

コムアートニュースを置いて下さい｡ 団地内で店先に置いてもいいよという方募集しております，

雪072-729-3321( 代) 団地組合( 担当) 山口までお電話下さい。

○型

荷

主

会

三

部

会

情

報

交

換

会

を

開

催

３
月
1
5日
内
正
午
か
ら
、
三
部
会

情
報
交
換
会

を
開

催
し
、
津
田

会

長
・
竹
村
幹
事
長
を
は
じ
め
、
役
員
・

委
員
等
1
0名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

量
販
店
部
会
で
は
、
販
売
・
在
庫

状
況
で
仕
入
を
抑
制
す
る
中
、
冬
物

は
比
較
的
好
調
で
推
移
。
海
外
実
習

生
の
獲
得
が
困
難
な
傾
向
。

百
貨
店
部
会
で
は
、
前
年
比
売
上

微
増
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
に

戻
る
の
は
秋
頃
ま
で
か
か
る
予
測
。

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
そ
の
他
部
会
で

は
、
足
許
減
収
な
が
ら
Ｐ
Ｂ
商
品
の

コムアートニュース

社

会

人

と

し

て

の

基

礎

を

学

ぶ

新

入

社

員

教

育

講

座

４
月
４
日
励
、
５
日
匍
の
２
日
間
。

ぐ
　
　
　

く

団
地
組
合
・
ア
パ
レ
ル
産
業
教
育
学

園
共
催
で
新
入
社
員
教
育
講
座
が
ｃ

ｏ

Ｍ
３
９
館
で
あ
り
ま
し
た
。

７
社
2
1名
の
新
入
社
員
の
皆
さ
ん

が
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
研
修
さ

れ
ま
し
た
。

拡
充
に
よ
り
増
益
。
物
流
業
界
で
は

2
0
2
4

年
問
題
（
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
緩
和
終
了
）
に
伴
い
先

行
き
不
安
感
が
あ
る
な
ど
、
活
発
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
の
慰

霊
塔
法
要

を
厳
か
に
実
施

４
月
1
3日
内
、
滋
賀
県
大
津
市
の

比
叡
山
延
暦
寺
大
霊
園
に
お
い
て
三

年
振
り
に
本
堂
と
慰
霊
塔
前
で
法
要

を
行
う
通
常
開
催
の
形
で
行
わ
れ
5
6

名
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
1
0時
5
0分
参
列
者
は
本
堂
に

入
場
、
俣
野
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

比
叡
山
延
暦
寺
執
行
　

水
尾
寂
芳
権

大
僧
正
を
は
じ
め
４
名
の
式
衆
が
ご

出
仕
さ
れ
、
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

‥
1
1
時
3
0分
か
ら
は
、
慰
霊
塔
前
で

執
り
行
わ
れ
、
最
後
に
竹
内
慰
霊
塔

委
員
長
の
閉
式
の
挨
拶
に
よ
り
、
慰
霊

塔
法
要
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

白鷹メリヤス株式会社

所 在 地 ［大 阪本社］

大阪府箕面 市船場東２丁目７番４６号

TEL C72･729･1555/FAX 072･729･1556

［東京支社］

東京都中央区東日本橋2 丁目16 番7 号

TEL 03-5821-8｛｝08／FAX03-38646920

U　R　L　http:/y ｗｗｗ5e.biglobe.ne.j口fhakutal/

代表取締役会長　 竹内陽治

tt表取蹄役社長　 内山祥子

創　　 業　 １９３０（昭和５）年

設　　 立　 １９５Ｂ（昭和３３）年

資 本 金　 ９（）００万円

事 業 内 容　1. 各 種繊維製品の 企画 ・製造 ・販売

２.上記に付帯する一切の業務

1
9
3
0
年
、
大
阪
市
福
島
区
に
創
業
し
、
高
品
質
で
　
　
１

－

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
衣

料

品
が
市

場
で
瞬

く
間
に
評
判

７

９

衣
料
品
を
通
し
て
、
お
客
様
の
よ
り
豊
か
で
快
適
な
生
活

！

万

愉

｀

に
貢
献
し
て
き
た
企
業
で
す
。
ま
た
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

５

Ｓ
]
ｉ

業
界
に
先
駆
け
て
中
国
山
東
省
青
島
に
進
出
し
ま
し
た
。
　

；
４

現
地
従
業
員
に
対
す
る
日
本
で
の
事
前
研
修
な
ど
、
人
材

育
成
に
も
注
力
し
た
甲
斐
も
あ
り
｀
中
国
で
の
高
品
質
な

『

卜

Ｗ
皿

一
貫
生
産
が
可

能
と
な
り
、
9
0年
代
以
降
の
度
重
な
る
経
　

Ｅ‐－

齢

済
危
機
や
デ
フ
レ
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

今

後
は
、
デ
ザ
イ
ン
カ
と
企
画

提
案
力
の
向
上
に
注
力
し
、
主
軸
の

イ
ン
ナ
ー
に
加
え
、
女
性
・
子
供
用
ア
ウ
タ
ー
の
拡
大
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

価
値
観
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
「
個
」
の
時
代
に
お
い
て
も
、
求
め

ら
れ
る
商
品
を
創
り
続
け
る
姿
勢
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

確
か
な
品
質
と
提
案
力
を
武
器
に
、

イ
ン
ナ
ー
か
ら
ア
ウ
タ
ー
ま
で
を
手
掛
け
る
老
舗
メ
ー
カ
ー

＠

＆

歯と歯茎の問がやせてきて､沁みてくるようになりました。

｢鏡で歯と歯茎の境い目を見ると欠けてくぼんでいる｣という訴えで来院される患者さん

がおられます｡この症状は実に多くの方にみられ､｢襖(くさび)状欠損｣という病名がついて

います。原因は､これまでは｢過度なブラッシング圧によって根元が削れることにより発生す

る｣と考えられていました。しかし､歯磨き習慣がない古代人の歯にも認められることから、

二次的な原因と考えられています。

最近では歯ぎしりや食いしばりなどの強い力が歯の根元に加

わり､その部分の歯質に微細なひび割れを生じた結果､外側のエ

ナメル質が剥がれ落ちる事がわかっています。エナメル質の下

の層にある象牙質が露出することにより､歯の強度が低下し､破

折リスクが高まります。また象牙質には知覚が存在す

るので､知覚過敏の原因にもなります。さらにくぼみに

は歯垢が溜まるので虫歯が出来やすくなります。襖状

欠損がある場合は､歯科医院で光硬化型樹脂を用いた

充填修復を行ってもらいましょう。

全 体を観 野に入 れた計 画 で槙重 に準 備 することが 必 要で す。

冷 静 な 判断と周りを大 事 にする心があれjj 咸 功 するでしょう。
B型

勢いに任 せて行 動 せず､ 周囲を観 察 する視点が 重 要な時 期。

心を落ち羞ヵ泄 て水面 に映し出される風 景を見 極めてくださtX。

J ７

｢欠けた部分を樹脂によって充填修復する治療｣

AＢ型
信 念や意思 は潅 こ持ぢ 今1ま雲が 瞬 れるのを静か こ待つとき、

いずれ目 指す目 標に光力く降 避 ぎ､ 輝く日が来るのを楽しぶ こ。

このコーナーでご紹介する訪問企業を募集（掲載料無料）しています。ご希望の企業は、

會072 －729－3321（代）団地組合（担当：山口）まで、お気軽にお問い合せください。

Ｗ ｀　

|欝早認知９ ．尚諜ｔ 雲惣ｒ ８゚応

入　会　金

事務手数料

誕生しました。マシン台数エリア最大級！100 台y ‾Ｓ

近いマシンが並ぶ館内は、待ち時間なし、密な ｒ こ

し、徹底した感染症対策という安心の環境が完備

されています。体組成測定装置も設置され、トッ

プレベルのトレーナーにより個々に合ったプログ

ラムを無料提案。さらに指導も無料という から驚

きます。年齢を問わす、初心者から本気で体を変

えたい方まで、質の高いトレーニングを手軽にで

きるスポーツクラブです。

3３００ 円

２２００ 円
無 料！

Ｉ 所 在 地／ＸＩ掴由艇堀禰３-13-11　 ピーバーワフルドＩＦ
営業時潤／２４時周(スタッフ駐在10: ００～２２: ００)
Ｔ Ｅ Ｌ ／ ０７２-７２８-２４２４

ＵＲＬ／hｔtl】ｓyybe41ｔllghtjpymirｘ3h/

Ａ型
自 分の 意志 を霖くときで す｡理 解 逃が 少なくても前 進しましょう。

後 になってこれ でよか ったと思 える時 が やって来るでしょう。

而 丑廓！?4 じまﾐEI ］

出
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